
キタQミスキャン！
季節体験農場 花の海 取材レポート

キタQミスキャンを代表して、九州歯科大学本城さん、西南女学院大学白石さん、西日本工業大学新さ
んの3人が山口県山陽小野田市にある、西日本最大級のシステム農場「花の海」へ行ってきました！

小倉から電車の旅。下関で乗り換えて約40分で最寄り駅埴生
(はぶ)駅に到着です。
埴生駅からはタクシーで5分程度のところにあります。

早速スタッフの金子さんに「花の海」について教えていただきます。

農場の広さ：15.7ヘクタール(東京ドーム約3個分)
広大な敷地の中に、花苗・野菜苗・ミニバラハウス、
季節の花・野菜畑、動物ふれあいコーナー、用土ハウス
収穫体験用いちご・ブルーベリーハウス、野菜販売やレストラン・
パン工房がある交流館など農業に関わる施設が並んでいます。

「農業の魅力・可能性をたくさんの人へ！」
を合言葉に地域と連携をとりながら様々なことを実施されています。

農場としてのお仕事：

花や野菜の苗の育成・出荷

向こう側が見えないほどとっても大きなハウスの中でたくさんの種類の花と野菜を育て、
出荷しています。お客さんは農家さんからホームセンターまで多岐に渡ります。
あまりの広さに驚き、3人とも写真を撮るのに夢中です。

スイカの苗



自分たちで野菜を収穫するところからスタートです。
収穫した野菜をトッピングに、ピザを作って
石釜で焼いて仕上げます。
焼きたてを食べられるのでとっても美味しい！

収穫する野菜は、ちりめんキャベツや
ロマネスコなどの珍しいイタリア野菜です。

収穫体験
季節ごとに、いちごやブルーベリー・珍しい野菜などを生育しており、収穫体験ができます。
収穫体験も立派な農業体験であり、農業への興味の第一歩として、無農薬で安全な
果物・野菜の生育に力を入れています。

サッカー場3面分という
とっても広いハウスで
いちごが生育されています！

コンデンスミルク持参OK！

美味しいいちごの条件
・へたのぎりぎりまで赤い
・へたが上に反っている

「ロマネスコ」：ブロッコリーや
カリフラワーに似た野菜。
↖↑畑ではこのように実が

なっています。
←出荷の際は葉が取られ
不思議な形がよく見えます。

←石釜

ピザはパン屋さんでも
販売しています！

←↑「ちりめんキャベツ」：
サボイキャベツとも呼ばれる
ヨーロッパの野菜。
スープがよくからむので
煮物系の料理にぴったり！



売店・パン屋・レストラン

農場の入口の大きな施設の中には、地元の野菜直売コーナー、花の海オリジナル商品や地域の
お土産の販売をしている売店、花の海で採れた野菜や果物をふんだんに使った料理やパンを提供
するレストラン「いたりあん食堂」やパン工房「フィオリィ・ディ・マーレ（イタリア語で「花の海」）」
があります。

花の海で採れた珍しい野菜から
地元農家さんから出荷された
季節の野菜まで、たくさん並んで
います。
直売なのでお値段もお手頃！

花の海や地元農家さんで
採れた野菜や果物を贅沢に
使った焼き立てパンが並びます。
グループ会社である船方農場の
牛乳もたっぷり使用されている
自慢のオリジナルパンたちです！

パン工房とおなじく、花の海や地元農家さんで採れた野菜や果物を使った
料理を提供しています。
形が崩れていたりなどの理由で出荷できない
野菜などを有効活用しています。
生産者一覧が黒板に書かれていたり、

店長さん厳選の地域の
お土産や花の海オリジナルの
ジャムなどを販売しています。

地元の福祉施設で作られた
おかしなどもありました。

どれも美味しそうで3人とも
お菓子などのお土産を購入！



動物ふれあい広場

夏は50万本のひまわり畑！
迷路のようになっているようです。

秋には30万本のコスモス畑！
その奥には秋の七草である「フジバカマ」
の花畑も。「アサギマダラ」という青くて綺
麗なチョウも飛んできます。

年中楽しめる季節体験農場「花の海」へぜひお越しください！

季節の花畑

見て触れて香って楽しめるとっても広いお花畑もあります！

広大な農場の様々なところを見学させていただき、
とっても充実した取材となりました！
最後にはお土産に「ちりめんキャベツ」を1人1個ずついただきました！

「他の季節にもまた来たいね～」といいながら電車で北九州に帰りました～

可愛い動物たちに会える広場です。
12月26日に仔ヤギが2匹生まれたばかりでとっても小さなかわいらしい姿が
見れました！かわいい黒いブタもいましたよ～
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